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はじめに
⚫現在使用されている中国星座を描いた星図は、16世紀末から中
国で活動したキリスト教宣教師が、西洋の星図や星表を参考に、
観測し同定したとされる星座図を基礎としたものである。宣教師
が編纂した星表や星図は、日本へも輸入され影響を与えた。

⚫しかし、宣教師による同定では古来の星座が複数消滅し、同定も
後に行われた検証により信頼できないことが指摘されている。星
犯記録により検証した小川清彦は、渋川春海の同定が正鵠を得
ているとするのに対し、『欽定儀象考成の星図の如きは、その実
案外眉唾もの』と酷評している。彼は、宣教師が同定を誤った原
因を、粗雑な中国星図と、助言を受けたのが観測に携わる天文
家ではなく、暦術家ではないかとしている。

⚫宣教師による中国星座の同定の方法を再現し、同定を誤った原
因を考察した。

【注】このプレゼンの内容は数学史研究(第Ⅲ期 第1巻3号,2023年3月)「宣教師による中国星座の同定方法の検
証」(https://www.kotenmon.com/dld/papers/III_1_3.pdf)にて発表したもの。参照論文等はこの論文を参照のこと。3
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宣教師が制作した星表・星図

⚫ 『崇禎暦書』(1634)：明末の中国人高官・徐光啓は西洋天文学
に基づいた暦法改正を目指し、キリスト教宣教師を登用した。そし
て崇禎7年 (1634)に宣教師・湯若望(アダム･シャール)などによ
り編纂された暦書『崇禎暦書』に、星図（1812星）や星表(1362
星)などが含まれていた。『崇禎暦書』は、清で『西洋新法暦書』
として再編され、『時憲暦』が施行された。

⚫ 『霊台志』(1674)：1659年に清に派遣された宣教師・南懐仁(フ
ェルビースト) は、天文台の観測設備を解説した『新製霊台儀象
志』(『霊台志』)を編纂し、その中に星表(1876星)を収録した。

⚫ 『儀象考成』(1757)：乾隆帝(1735-1796)の時代には宣教師・
戴進賢(ケーグラー)は『霊台志』の星表をもとに、最新の西洋の
星表を参考に精密な観測を行い、星表『儀象考成』(3083星)を
編纂したとされる。

4



©2023 S.Takesako

5

『崇禎暦書』(1634)の星図の例

潘鼎編
『崇禎暦書』p.499

恒星経緯図説
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この時代の西洋や中国の星表・星図

星表・星図 区分 著者 出版 星数
対象星空

北天 赤道 南天北 南天南 南極

『アルマゲスト』 星表 プトレマイオス 2世紀 1028 ○ ○ ○ ○

『Astronomiae instauratae progymnasmata』 星表
ティコ・ブラーエ

1602 777 ○ ○ ○

『ルドルフ表』の中のティコの星 星表 1627 1004 ○ ○ ○

『ウラノメトリア』 星図 ヨハン・バイエル 1603 1725 ○ ○ ○ ○ ○

ハウトマンの南天の星表 星表 フレデリック・デ・ハウトマン 1603 304 ○

グリーンベルガーの星表 星表 クリストフ・グリーンベルガー 1612 1228 ○ ○ ○ ○

『Tabulae Rudolphinae Astronomicae』(ルドルフ表) 星表 ヨハネス・ケプラー 1627 1440 ○ ○ ○ ○ ○

『崇禎暦書』の星表 星表
徐光啓・湯若望(アダム･シャール) 1634

1362 ○ ○ ○ ○ ○

『崇禎暦書』の星図 星図 1812 ○ ○ ○ ○ ○

『霊台志』 星表 南懐仁(フェルビースト) 1674 1876 ○ ○ ○ ○ ○

『Catalogus Stellarum Fixarum』 星表 ヨハネス・ヘヴェリウス 1690 1564 ○ ○ ○

ハレーの南天星表 星表 エドモンド・ハレー 1679 341 ○ ○

『Historia Coelestis Britannica』
(プトレマイオス、ウルグ・ベグ、ティコ、ヘベリウス、
ハレー等の星表も収録)

星表 ジョン・フラムスティード 1725 2935 ○ ○ ○

『儀象考成』 星表星図戴進賢(ケーグラー) 1757 3083 ○ ○ ○ ○ ○

星の数により、以下の星図製表が参照されたと推定できる。
『霊台志』：『崇禎暦書』の星表をベースにしている。参考にした星図は『ウラノメトリア』。
『儀象考成』：参考にした星表は、フラムステードの星表。

6
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『儀象考成』以前に西洋新法によって恒星の位置を観測し、恒星表をつくったことは、
前に述べた通り明末の『崇禎暦書』第２回目の編纂(1631年)に遡るが、清朝時代に
入っては、康煕13年(1674年)に成った『台儀象志』(南懐仁編)14巻がそれにつなが
る。後者は欽定監に新しく備えられた6台の新式の観測機器の解説、使用法、それに
よって観測された恒星の位置を表示したものである。南方星座23座を含み、その総計
282星座1876星である。星表の分点年は、黄道は1672年、赤道は1673年である。
その後の歳差による位置の変化、また黄道傾斜にも訂正を加える必要から、儀象志
の増修が上伸された。それが認められ、改めて恒星の位置が観測され、乾隆9年
(1744年）の春分点を起点とする恒星表が作成され、同17年に上程、同22年に刊行
された。これが『欽定儀象考成』32巻である。

【大崎正次著『中国の星座の歴史』(1987)p.107から引用】

宣教師の星表は「観測による星表」との認識

中国星座の研究者でさえ、宣教師が制作した星表は
「宣教師が観測により同定した星表」と認識されていた。

7
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宣教師の作製した星表と西洋の星表との比較の先行研究

⚫ 孙小淳(2002)：P. D’Elia(1959)や橋本敬造(1988)が、グリーンベルガー(英
語読み)の星表が湯若望(アダム シャール)の『崇禎暦書』の星図・星表
の直接的な情報源であることを指摘したと述べている。また彼は、『崇禎
暦書』とグリーンベルガーの星表を比較し、黄経は23分25秒を加えたも
ので、等級や星表の表示形式も同じとしている。さらに、北天の星の情報
源はティコとグリーンベルガーの星表とし、新発見の南天の星は、バイエ
ルの星図と未刊行の12新星座に関する情報と推定している。

⚫ 橋本敬造(2001)：グリーンベルガーは湯若望の師であり、湯若望のもとで
製作された『崇禎暦書』の星図はグリーンベルガーの星表の影響が強く
作用したものと述べている。

⚫ 伊世同(1981)：『儀象考成』はフラムスティード星表と共通の錯誤があり独
立観測では不可能とする。

⚫ 陈遵妫(1984)：『儀象考成』はフラムスティード星表を底本として、歳差を
加え実測を経て編纂されたとし、一部独自の観測値を用いているとする。

⚫ 潘鼎(1989)：『儀象考成』をフラムスティード星表と比較すると星の順序が
合うとするが、フラムスティード星表より星が百数十多いなど未解決の問
題もあるとする。 【ここにあげた記事の参照文献は論文を参照のこと】

8
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『ウラノメトリア』の星表には座標情報がない

『ウラノメトリア』の星表は
等級だけで座標情報がない。

これまで中国の星表と『ウラノメトリア』
が比較されなかった理由。

【Linda Hall Library蔵】9
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原点(黄緯：90°)

等(黄)緯度

中心から等(黄)経度

原点からの長さが緯度差に比例。
図の中心からの角度が経度差に比例。

『ウラノメトリア』の星図から位置情報の取得

・宣教師が同定した中国星座と
西洋の星図製表との比較には
『ウラノメトリア』との比較が重要
であるが、星の位置情報(星表)

は星図に添付なし。
⇒星図から読み取る必要がある。

中国の円形星図と同じ図法

【Linda Hall Library蔵】
10
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赤：星図での位置 緑：同定した星 青：記載の無い星（6.1等星以上）

48小星図に合計で約3570星⇒重複を除き1728星(記載値1725と整合)

中世の星図には大半の暗い星は描かれていない。

『ウラノメトリア』の星図からの読み取り結果

【Linda Hall Library蔵】

【https://www.kotenmon.com/str/bayer/bayer.html にて公開済み(2021/06/08)】

【現代の星表との同定結果】
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個別小星図に描かれていない星の例

プレアデスが描
かれていない。

【Linda Hall Library蔵】
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『霊台志』と『崇禎暦書』の参照した星表による星の分類

星表
グリーンベルガー

(1228星)

ウラノメトリア

(1725星)
「補」 不明 合計

霊台志
1,197
(ウラノメトリアと重
複していない星は51
星のみ)

510
(重複含む:1656)

76 11 1,794*1

崇禎暦書
（星表：明るい星
のみ）

1,182 170 2 8*2 1,362

*1：『崇禎暦書』の星図に無い、星座の構成には関係しない暗い星82星を除いた総数。
*2：このうちの5星は誤差が大きいため、『霊台志』に引き継がれていない。
「補」：中国星座図から想定される仮想の星であると考えられる。星図では○印。

宣教師は、『ウラノメトリア』とグリーンベルガーの星表を参照したことが明確になった。
両方にある星は、位置情報のあるグリーンベルガーの星表の値が採用されている。
グリーンベルガーの星表にのみある星は51星のみ。

⇒ 『霊台志』と『崇禎暦書』はウラノメトリアに若干の星を加えた星表である。

13
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『霊台志』の星表と他の星表の同定表 (一部)

星表番号： 1：グリーンベルガー 2: ウラノメトリア

黄経差
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霊台志星表（1794星）

『ウラノメトリア』
1656星*

『グリーンベルガーの星表』
1197星

(51星)

「補：仮想」(76星)＋不明(11星)

初期星図星表(『霊台志』『崇禎暦書』)

の大半は『ウラノメトリア』の星

宣教師の初期星表の西洋星図星表との関係

*1656 = 1197+510-51

(星の座標の記載がある)

(510星)

(1146星)

15
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『崇禎暦書』と『ウラノメトリア』の星図の比較

潘鼎編『崇禎暦書』p.499（軒轅座付近）

『ウラノメトリア』（しし座）

『崇禎暦書』の星図と『ウラノメトリア』の
直接の比較はこれまでされていなかった。

『ウラノメトリア』のしし座の星図には、
意図的に、描かれていない星もある
ので、『崇禎暦書』の星の位置とほぼ
同じであることが、分かりにくかった。

２つの星図の星の位置はほぼ同じ。
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『崇禎暦書』が『ウラノメトリア』とほぼ同じ星図である検証

潘鼎編『崇禎暦書』（軒轅座付近）

『ウラノメトリア』（しし座）

①同じ形の５星(p Leo)

②『ウラノメトリア』に無い星は「○」印

③同じ実存しない星が描かれている。

④『ウラノメトリア』にはない、実存しない星。
グリーンベルガーにある『アルマゲスト』か
ら採られた誤った星。

宣教師が観測していない証拠

宣教師が観測していない証拠

『ウラノメトリア』に
無い星は「○」印

17

しし座の星図には記載無く、うみへび座の星図にある。

[p Leo]

【Linda Hall Library蔵】
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グリーンベルガー(緑)の星表と『ウラノメトリア』(桃)の星

『霊台志』の星表

「西洋の星表で描いた星図」と「霊台志の星表で描いた星図」の比較

18

星座線は【格子月進図』による。

２つの星図の「星の位置」
はほぼ同じ。
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『儀象考成(3083星)』の参照した星表による星の分類

誤差
Flamsteed

(1690分点)

Halley
(Sharp修正版)

(1726分点)

Hevelius

(1660分点)

霊台志

(1674分点) 合計

誤差1分以内 2,528 247 65 2 2,896

誤差15分以内 2,606 253 81 32 2,972

誤差3度以内 2,623 256 89 106 3,074

誤差が15分以内の星を含めると合計で2972星となった。
残りの110星余りについては、その多くは歳差計算の誤りや、『霊台志』の星を同
定できずにそのまま残したものと思われる。これにより、『儀象考成』は『Historia 
Coelestis Britannica』に収録されている、3星表を参照していたことが判明した。

歳差の補正量を黄緯差0度の星でみると、フラムスティード星表の場合45分(星表に記
載の50秒/年換算で54年分)、ハレー星表の場合14.17分(約17年)、ヘベリウス星表
の場合69.92分(約84年分)となる。ハレー星表では換算に１年のずれがあるが、『儀象
考成』の分点である1744年にほぼ合致する。19
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『儀象考成』の星表と他の星表との同定表(一部)

星表番号：1：Flamsteed、 2:Halley(1726)、 

3: Hevelius、 4:霊台志

黄経差
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『儀象考成』（3083星）

『フラムスティードの星表』
(2623星)

『ハレーの星表』
(256星)

『霊台志(補：仮想)』(106星)＋不明(9星)

『儀象考成』の大半は
『フラムスティード、ハレー、

ヘベリウスの星表

『儀象考成』の西洋星表との関係

『ヘベリウスの星表』
(89星)

21
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フラムスティードの 19,22,23,24,42 Vir は実在していないが、
『儀象考成』にはある。 ⇒宣教師が観測していない証拠。

『儀象考成』も観測した星表ではない証拠

実在する星には
HIP 星番がある。

緑星：HIP (ヒッパルコス)星表
黄星：フラムスティード星表
茶星：『儀象考成』星表

22
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宣教師が同定を誤った理由

北緯35°で見
える明るい星

(4.5等星以上)

北緯35°で見
える暗い星  

(4.6～6.1等星)

南天、或いは6.1
等星以下の星

合計

現代星図(BSC) 800 4,200 4,000 9,000
『ウラノメトリア』と
『グリーンベルガー』

800 800 200 1,800

中国星図 800 700 - 1,500

⚫ 宣教師は観測ではなく、西洋の星図星表をもとに中国星座を同定していた。
⚫ 『ウラノメトリア』と『グリーンベルガー』の合計の数は重複を除くと約1800星。こ
のうち明る星はほぼカバーしていると仮定すると、中国で見える暗い星は約800

星しかない。現代の星表で比較すると、カバー率は約２割(800/4200)しかない。
⚫ 中国星座の暗い星は約700星なので、『ウラノメトリア』と『グリーンベルガー』に
含まれる星は２割の約140星。残り560星は載っていないことになる。

⇒宣教師が同定を誤った主原因は参照した星表の星数の不足と容易に推定でき
る。フラムスティードの星表でも4.5等星以下の掲載率は約5割までしか改善してい

ない。また、西洋の星図や星表は星座の中心領域を基準として観測されているの
で、周辺部は観測の空白地帯となり、これと中国星座が重なった場合は消滅する。

星図星表の星の掲載数(概算)

BSC: Bright Star Catalog (ver.5)

2割しか載
っていない23
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中国星座
(格子月進図)

西洋星座
(Almagest)

Bayer『Uranometria』
掲載率
(A/B)

現代星図(Bright Star Catalogue)

中国
(A)

南極 全数
中国
(B)

南極 全数

１等星 17 18 17 5 22 100% 17 6 23

２等星 59 61 62 5 67 97% 64 6 70

３等星 149 159 163 24 187 95% 171 20 196

４等星 348 386 459 54 513 84% 547 68 619

５等星 533 350 718 35 753 40% 1778 197 1984

６等星 338 36 169 6 175 3% 4957 534 5522

７等星 6 5 1 0 1 0% 602 45 650

合計 1450 1015 1589 129 1718 20% 8136 876 9064

注：6等星は5.5等未満～6.5等以上。上記表には星雲は含まず、恒星のみ。星表の元期(エポック)は1600年で計算。
中国星座、西洋星座の等級はBSCで同定した星の等級を用いている。中国とあるのは北緯35°で見える星。

⚫ 西洋の星座は５等星以上の星で構成されている。
⚫ 中国の星座は西洋にくらべ暗い星(5,6等星)が500も多い。
⚫ 『Uranometria』には6等星はほぼ載っていない。5等星の掲載率も４割。
⚫ 古代の北極星(5.3～6.3等)も、星座を構成する星としては普通の明さ。

北極星を明るい星とするのは近代天文家の根拠のない思い込み。
 福島久雄著『孔子の見た星空』で5.0等星までの星図を使い、「孔子の

 時代の北極には星が無かった」と主張したのも、宣教師と同様の誤り。

⇒当時の星表(『Uranometria』)で中国星座を同定することは不可能。
 観測して同定する必要があった。『Flamsteed』でも状況は変わらず。

東西の星座を構成する星の明るさの比較
論文には記載無し
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『中国の文献によると、西暦 500 年ごろにこの紐星が北極から 1 度あまり離れ
ているという記事がある。この記事によって、当時このあたりに明るい星があった
かどうかを確かめて見ると、現在の北極星ほどのあかるさの星は全く見当たらな
い。中国で天枢とよばれる 5.2 等級の微星がやっとその辺りにあって、これを紐
星にあてる他に方法はない。この星ならば 500 年ごろ北極から 1.6 度離れてい
て記事とほぼ一致する。この天枢を北極星と考えることは、唐から宋の時代ま
で行われていたことで、したがって聖武天皇時代の中国でもそうであった。』
薮内清「中国の科学と日本」朝日選書(1978)p.51-52

昭和の天文学者の用いた星表(Boss星表)
には古代の北極星は載っていなかった

←隋書天文志の紐星『極星』

↑ 薮内氏が同定を誤った
唐代から宋代の『極星』

←孔子の見た北辰『極星』

赤星；Boss星表(6188星)の星
緑星：Boss星表にない、

現代の星表(BSC)の星

BC500年の天極の位置

AD500年の
天極の位置

↑

誤って古代の北極星
とされた『帝星』(こぐま座β)

論文には記載無し
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直訳：
著者による推定。

 1 世紀から 5 世紀まで、肉眼で
見える星の中で G 星だけが天の
極に最も近い星でした。 西暦 310 

年頃、2 つの角度距離は 0.05°
であり近かった. 星の光度はかなり
暗かった (等級 6.3) が、光害のな

い古代の澄んだ夜空では、当時の
天文学者はそれを見るのに何の困
難もなかった. 

したがって、これら世紀では、北
極星 (すなわち紐星) は G 星であ
る可能性が最も高いです。

黄一農著『極星與古度考』もHR4852を
300年前後数世紀の北極星と指摘している(1992)

HR4852

黄一農著『極星與古度考』清華学報 第2期第22巻(1992)
26

論文には記載無し
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同定を誤った原因の確認(翼宿周辺)

⚫ [天廟] [東甌] [器府][軍門]： 星が無いため消滅。
⚫ [天狗] [天記]： 星がないために南部へ移動。
⚫ [天社]： [天稷]の位置へ移動。[天稷]は消滅。
⚫ [青丘]： [土司空]の位置へ移動。[土司空]は消滅。

星：グリーンベルガーの星表(緑)と『ウラノメトリア』の星(桃)、分点は1600年
星座線：初唐の星図『格子月進図』 の同定をもとに引いた星座線。

27

宣教師の同定は、

似た形の星群に
割り当てた。
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現代星表での翼宿周辺の星図

【BSC v.5星表(6.4等まで)に『格子月進図』(原図)を重ねた星図】

[天廟]

[青丘]

[軍門]

[器府]

[翼宿]

[軫宿]

[張宿]

[星宿]

[外厨]

[天狗]

[弧]

[天社]

[天稷]

[東甌]

[土司空]

[天記]

[天狼]

西洋星図の空白領域にも星は多くある。

論文には記載無し



©2023 S.Takesako

同定を誤った原因の確認([天塁城]の移動)

⚫ [天銭]と[天塁城]の２つの丸い星座は、古来黄道の南に並んでいた。
⚫ しかし、[天銭]の左にある[羽林軍]の星数が少なかったためか、[羽林軍]の
領域を拡大したためにこの付近にある星では丸い星座は一つしか描けない。

⚫ そのため、その一つを[天銭]とし、押し出された[天塁城]を半円が描ける黄
道の北にある星の集まりに移動させている。

29

黄道黄道

[塁壁陣]

[塁壁陣]

黄道

宣教師の同定は、似た形の星群に割り当てた。 潘鼎編『崇禎暦書』
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同定を誤った原因の確認([中斗]と[斛]の配置)

⚫ [中斗]と[斛]は注いだ酒がこぼれないように、古来星図では南北に描かれている。
⚫ しかし、『ウラノメトリア』では[斛]の位置に星がないことと、偶然『ウラノメトリア』の星
でつくる形が[中斗]に似ているのを利用して、『崇禎暦書』では星座の位置を移動し
て東西に置いている。

30

宣教師の同定は、似た形の星群に割り当てた。

『霊台志』(崇禎暦書)
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同定を誤った原因の確認([罰]と[東威]の配置)

⚫ 本来[東威]に同定すべき星列の位置には星が2個しか無い。
⚫ このため[罰] と[東威]をそれぞれ西の星列に移動させている。

[東威]に同定した4星のうちの3星が[罰]の星である。

31

『霊台志』(崇禎暦書)

宣教師の同定は、
似た形の星群に割り当てた。
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宣教師による中国星座の同定の手順

⚫ 『崇禎暦書』編纂
⚫ 『ウラノメトリア』より星表を作成。
⚫ 『グリーンベルガー』星表と『ウラノメトリア』を統合した星表と星図を作成。
⚫ 『蘇州天文図』や『元星表』から360度に変換した中国星座の星表を作成。
⚫ 両者を比較して中国星座を同定した。
⇒西洋の星表に無い星は『補』星として「○」の星として加えた。大半の星が不明な星
座は近くの同じ形の星の集まりに同定するか、若しくは、消滅させた。

⚫ 『霊台志』編纂
⚫ 『崇禎暦書』制作時の星表に歳差を加え元期(エポック)を変更。
⚫ 『女宿』などの明らかな同定ミスを修正。
⚫ 若干の暗い星(80星余り)を追加。(中国星座の形に影響はない。意図不明)

⚫ 『儀象考成』編纂
⚫ フラムスチード作成の星表本『Historia Coelestis Britannica』から採った、「フラム
ステード」、「ハレー」、「ヘベリウス」の星表を統合した星表を作成。

⚫ 『霊台志』の星表に歳差を加え、統合した星表と比較し同定。
⚫ 『霊台志』との同定に残った星を「補」星として新たに加えた。

32
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宣教師による中国星座の同定の背景とその後
⚫ 宣教師の活動はヨーロッパの宗教改革で劣勢にあったカトリック教会が、その勢力の回
復のため海外での布教活動による勢力拡大を目指したことに始まる。

⚫ そこで中国に派遣されたのが、反宗教改革派のイエズス会の宣教師であった。彼らは
政府高官の求めるヨーロッパの進んだ科学技術の情報を与えることにより、カトリック系
キリスト教の布教を有利に進めようとした。

⚫ イエズス会が派遣した天文学者の宣教師を登用したのが、暦法の日食予報の精度改
善を望んでいた明朝高官の徐光啓である。徐光啓は宣教師アダム・シャール（湯若望）
の協力によって暦法書『崇禎暦書』を完成させた。この暦書に含まれているのが宣教師
の同定した星図である。

⚫ 中国・明朝高官の徐光啓は『崇禎暦書』の編纂に関し「西洋の知識を溶かして、中国伝
統の型に入れる」という方針をとった。完成した暦は、中国古来の太陰太陽暦ではあっ
たが、その中身は西洋天文学そのものだった。

⚫ 同様に、使用する星図も、暦法と同じ西洋の星図（円周360°）に置き換えた。そこで、
新暦法(『崇禎暦書』)のために西洋の星図に中国の星座を描き同定する必要があった。

⇒観測により、中国星座を正確に同定したり、独自の星表や星図を作る意図は無かった。

1911年には『儀象考成』の星を西洋星図で同定する研究が行われており、『儀象考成』
は「中国古来の星図にもとづき宣教師が観測し製作した権威のある星表」と誤解され、同
定の手本とされていたと考えられる。1912年には清朝が滅び太陽暦が採用されたので、
時憲暦に付随していた中国星座の星図は、見直す理由もなく、そのままの状態で残った。

33
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宣教師が同定に使用した中国古来の星図の推定

⚫ 『崇禎暦書』の『恒星暦指』に参照した図として、「旧図無緯
度。并分宮分宿亦千二百年前所定。」と「回回暦立成所
載。黄道経緯度者。止二百七十八星」とある。

⇒中国星図と明の回回暦(イスラム暦)星表を参照。中国に
ある星図のなかで蘇州にある『淳祐石刻天文図』(蘇州天文
図)や、渋川春海も参照した、元代の星表『三垣列舎入宿去
極集』も参照したと考えられる。

⚫ これらは、渋川春海が参照した星図や星表とほぼ同じ。渋
川春海と中国星座の同定に優劣が付いた理由は、渋川春
海が実測で同定したのに対し、宣教師は、星の掲載数が
少ない西洋の星図や星表のみで同定したことにある。

34
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35

宣教師が現代にも影響を与えた暦法の改悪(置閏法)

⚫ 暦法の2033年問題：季節のズレを調整する閏月が天保暦の暦法で決められない。
⇒原因：宣教師が置閏法に使う中気を平気(30.4日)から定気(29.0～31.8日)に変更したため。

⚫ 中国暦法の置閏法の仕組み
➢ 平均の太陽月：30.4369日(365.2422/12)、平均朔望月(新月間隔)：29.5306日

➢ 30.4369x(12ヶ月x19年)=30.4369 x 228ヶ月＝29.5306ｘ(228+7)ヶ月-0.1日
⇒19年に7ヶ月(2.7年間隔)現れる、『中気の無い月』を閏月とする。

(2000年続く中国の太陰太陽暦法のもっとも基本の仕組み)

⚫ 宣教師は、平均の太陽月から定気による月(太陽位置が30°間隔)に替えてしまった。
➢ このため、19年間に7回以上の『中気が無い月』が発生。(2021年⇒2039年に9回)

➢ 暦法で規定される『中気(定気)の無い月が閏月』とは言えない。
⇒宣教師の暦法は置閏法が破綻していた。⇒あらかじめ、200年暦を奏進。

➢ 後に中国では、対処法として、「中気の無い月」の早い方を閏月とした。(1726頃)
➢ 天文方は、この対処法を知らずに、天保暦で中国暦に倣い定気に替えた。(1844)
➢ パソコンの普及により、誰でも長期間の旧暦計算ができるようになり、この欠陥が発覚。

⚫ なぜ宣教師は、古来の置閏法を壊してまで定気にこだわったのか？
➢ 宣教師の元々の暦法計算は祭祀の日付をきめること。(閏月の計算は無い)

➢ 最も重要な祭祀の日が復活祭の日付(春分後の最初の満月の後の日曜日)。
その起点である太陽暦の春分(3/21)が、平気では2、3日ずれてしまう。

➢ 中国の暦でも、カトリック教会が制定した暦と同じ24節気の日付を採用した。

論文には記載無し
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まとめ

⚫ バイエルの星図『ウラノメトリア』を数値化した星表も用いて、宣教師の同定方法を検
証した。それにより、宣教師が同定に使用した星図を再現することができた。再現した
星図により宣教師が行った中国星座の同定は、観測によらず当時の西洋の星図や
星表をもとに、星座の元の位置にこだわらず、形の似た星列に割り当てたことが判明
した。実際の星空ではなく、星数が限られた当時の西洋の星表や星図で中国星座を
同定したために、複数の中国星座が失われ、多くの誤った同定が行われたことになる。

⚫ 宣教師の同定の信頼性が低いことは戦前には判明していたが、その後研究は進まず、
現代では忘れられているので、中国の星座を参照する場合には注意が必要である。
特に清代より前の天文記録の照合や天文図の同定には信頼性は無い。古来の星図
や、それを現代の星表で同定した星図が必要となる。現在、中国星座の星図として
利用されている伊世同著『中西対照 恒星図表 1950.0』等も『儀象考成』にもとづい
たものである。
➢ 『孔子の見た星空』p.10に、清の劉實楠の『論語正義』に陳懋齢という学者の説
として「北辰は是れ星無き処」の注があるとする。清代の最新星表の『儀象考
成』にもBoss星表と同様に、古代の北極星が記載されていなかったためだろう。

⚫ 中国では宣教師の編纂した暦法の採用により、暦法に限らず星座も、その古来の姿
は途絶えた。中国古来の暦法や星図は、渋川春海により、暫くの間日本で延命した。
渋川春海の後の時代に、『儀象考成』を用いた天文方や天文家は、同定の誤りの多
い中国星名がついた、西洋の星表や星図を、それと知らず用いていた 。36
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おわり
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『ウラノメトリア』 しし座の星図の拡大図

39

【Linda Hall Library蔵】
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『崇禎暦書』 軒轅座付近の星図の拡大図

40

潘鼎編『崇禎暦書』（軒轅座付近）
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現代の星図での同定(翼宿周辺)

【BSC ｖ．5 星表の6.4等までの星で描いた星図】

[天廟]
[青丘]

[軍門]

[器府]

[翼宿]
[軫宿]

[張宿]

[星宿]

[外厨]

[天狗]

[弧]

[天社]

[天稷][東甌]

[土司空]

[天記]

[天狼]



©2023 S.Takesako

42

天保暦 大小 朔干支 定朔 グレゴリオ暦 中気 節気

11月 小 癸未(19) 19- 5.53 2032/12/3 (冬至)19日　(37-16.56) (大雪) 4日　(22-22.53) 1

12月 大 壬子(48) 48-19.17 2033/1/1 (大寒)20日　( 7- 3.33) (小寒) 5日　(52-10.08) 2

1月 小 壬午(18) 18- 6.59 2033/1/31 (雨水)19日　(36-17.34) (立春) 4日　(21-21.41) 3

2月 大 辛亥(47) 47-17.23 2033/3/1 (春分)20日　( 6-16.23) (啓蟄) 5日　(51-15.32) 4

3月 小 辛巳(17) 17- 2.52 2033/3/31 (穀雨)21日　(37- 3.13) (清明) 5日　(21-20.08) 5

4月 小 庚戌(46) 46-11.46 2033/4/29 (小満)23日　( 8- 2.11) (立夏) 7日　(52-13.14) 6

5月 大 己卯(15) 15-20.36 2033/5/28 (夏至)25日　(39-10.01) (芒種) 9日　(23-17.13) 7

6月 小 己酉(45) 45- 6.07 2033/6/27 (大暑)26日　(10-20.53) (小暑)11日　(55- 3.25) 8

7月 大 戊寅(14) 14-17.12 2033/7/26 (処暑)29日　(42- 4.02) (立秋)13日　(26-13.16) 9

8月 小 戊申(44) 44- 6.40 2033/8/25 (白露)14日　(57-16.20) 10

9月 大 丁丑(13) 13-22.40 2033/9/23 (秋分) 1日　(13- 1.52) (寒露)16日　(28- 8.14) 11

10月 大 丁未(43) 43-16.28 2033/10/23 (霜降) 1日　(43-11.27) (立冬)16日　(58-11.41) 12

(小雪) 1日　(13- 9.16)

(冬至)30日　(42-22.46)

閏11月 小 丁未(43) 43- 3.46 2033/12/22 (小寒)15日　(57-16.04) 2

(大寒) 1日　(12- 9.27)

(雨水)30日　(41-23.30)

1月 小 丙午(42) 42- 8.10 2034/2/19 (啓蟄)15日　(56-21.32) 4

2月 大 乙亥(11) 11-19.14 2034/3/20 (春分) 1日　(11-22.17) (清明)17日　(27- 2.06) 5

3月 小 乙巳(41) 41- 4.26 2034/4/19 (穀雨) 2日　(42- 9.04) (立夏)17日　(57-19.09) 6

4月 小 甲戌(10) 10-12.12 2034/5/18 (小満) 4日　(13- 7.57) (芒種)19日　(28-23.06) 7

5月 大 癸卯(39) 39-19.26 2034/6/16 (夏至) 6日　(44-15.44) (小暑)22日　( 0- 9.17) 8

6月 小 癸酉( 9) 9- 3.15 2034/7/16 (大暑) 8日　(16- 2.36) (立秋)23日　(31-19.09) 9

7月 大 壬寅(38) 38-12.53 2034/8/14 (処暑)10日　(47- 9.48) (白露)25日　( 2-22.14) 10

8月 小 壬申( 8) 8- 1.14 2034/9/13 (秋分)11日　(18- 7.39) (寒露)26日　(33-14.07) 11

9月 大 辛丑(37) 37-16.33 2034/10/12 (霜降)12日　(48-17.16) (立冬)27日　( 3-17.34) 12

10月 大 辛未( 7) 7-10.16 2034/11/11 (小雪)12日　(18-15.05) (大雪)27日　(33-10.37) 13

11月 大 辛丑(37) 37- 5.14 2034/12/11 (冬至)12日　(48- 4.34) (小寒)26日　( 2-21.56) 1

1

3

2033/11/22 (大雪)16日　(28- 4.45)

12月 大 丙子(12) 12-19.01 2034/1/20 (立春)16日　(27- 3.41)

11月 大 丁丑(13) 13-10.39

冬至から冬至の前の月ま
で12ヶ月あるのでこの間
に閏月は置けない。

中国の暦法の計算は
前年の(天正)冬至を
11月として始める。冬
至は月の命名の起点。
(天保暦も同じ)

2033年問題はこの２つの
候補の月のどちらを閏月
にするかという問題。

⇒閏月は季節のズレをリ
セットするものなので、遅
い月を選ぶ理由はない。
(中国の対処法と同じ)

議論する問題ではない。

冬至から冬至の前の
月まで13ヶ月ある。

2033年前後の暦(天保暦)計算例

① 閏月の候補では無い

「分至各在基本月」は対
処法になっていない。
『対処法」ではなく「平気
の置閏法の結果」

②

③
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定気を用いた天保暦・置閏法の欠陥

定気の場合に「中気の無い月」が発生するパターン
（冬至の有る月(11月)を基準とするのは中国暦法の基本）

⚫ 冬至の月から次の冬至の前の月まで12ヶ月(閏月は置けない)
◆ 1851/1870/1947/1965/1985/2033/2053/2147/2167/2185/2205/2224/2242/・・・

➢ 「中気の無い月」⇒閏月ではない。

⚫ 冬至の月から次の冬至の前の月まで13ヶ月(閏月あり)
➢ 「中気の無い月」が 1回⇒閏月とする。
➢ 「中気の無い月」が 2回⇒閏月を選ぶ必要がある。
◆ 1851/2033/2147/2242/・・・
◆ 最初の「中気の無い月」を閏月とする。←対処法

天文方が対処法として考えた「分至各在基本月」(冬至を十一
月、春分を二月、夏至を五月、秋分を八月に置く）は、中気が平
気の場合の「結果」であり、2033/2147/2242年のパターンに対
応できない。⇒天文方が考えた方法は、対処法ではない。
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現行旧暦規則の問題点
⚫ 現行の旧暦は旧東京天文台の平山清次氏により明文化された規則による。

① 太陽と太陰の黄経の相等しき時刻を朔とする。(定朔)

② 各宮の原点に太陽の在る時刻を中気とする。（定期）
③ 暦日は中央標準時、午前零時に始まる。
④ 暦月は朔を含む暦日に始まる。

⑤ 暦月中冬至を含むものを十一月、春分を含むものを二月、夏至を含む
ものを五月、秋分を含むものを八月とす。

⑥ 閏は中気を含まざる暦月に置く。中気を含まざる暦月必ずしもみな閏月
とならず。

⇒パソコンの普及により、誰でもこの規則で旧暦計算が出来るようになり問
題が発覚。 (規則は『日本百科大辞典』に記載(1912)された一種の学説。)

⚫ この規則の問題点 (規則が破綻している直接の原因)

➢ 規則をまとめるときに、検証していなかった。その後も誰も検証していない。
➢ 暦法の基本である暦月の命名の起点(冬至が１１月)を明示していない。
⇒２分２至を定月に置くのは対処法であり、月の命名法ではない。

➢ ２分２至を定月に置くことを、誤って複数閏候補の場合の対処法とした。
⇒天文方は、これを過去70年間確認したのみ。対処法ではなかった。

➢ 旧暦(規則)を管理する国家や民間の機関がない。(法規定がない)



宣教師による中国星座の同定について

- なぜ同定が不正確なのか？ -
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